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は じめ に

サッフォーは紀元前 6世紀初めの古代ギリシャに名

を馳せた抒情詩人である。彼女は同時代の人々からは

もちろん,後にプラ トンによって「 lo番 目のミューズ」

と称えられるほどの名声を誇ったが,女性を対象にし

たと思われるその恋愛詩ゆえに, 自由奔放で不道徳な

人物という汚名をも後世に被ることになる,二面性を

持った詩人であった。

マ ドレー ヌ・ ド・ スキ ュデ リー Madeleine dc

Scudёry(1607-1701)は ,17世紀フランスに活躍 し

た女流小説家であるが,彼女にはこのサッフォーを主

人公にした小作品が 2つ ある。 1つ は『女傑伝あるい

は英雄的訓話』二θs Fθ
““

θs J′ルS′rθs θν′θs ttrαηgνω

乃びrθ :″θs(1642)の 中の第20訓話「サッフォーからエ

リンヌヘの訓話」``Sapho a Erinnc",そ してもう一つ

は『アルタメーヌ,あ るいはル・ グラン0シ リュス』

Иr′α
“
υηθ′θν′θ GrαηグのノrンS,(1649-53)(以下『ル・

グラン・ シリュス』)第 10巻 にある「サッフォーの物

語」“Histoire de Sapho"で ある。

スキュデリーは,そ の社交生活においてサッフォー

というあだ名を持っていた。小説家であると同時に,

サロンで折々に詩 も発表 していた彼女は,周 囲の人々

から「フランスのサッフォー」と称えられていたので

ある。従って,ス キュデリーの作品におけるサッフォー

には,作者自身の姿が色濃 く反映されていると思われ

る。

本稿では,ス キュデリーの作品においてサッフォー

がどのような姿で描かれているのか,ま たスキュデリー

の分身として, どのような役割を担っているのかにつ

いて,フ ランスにおけるサッフォーの受容を概観 しつ

つ,主 に「サッフォーの物語」を中心に考察 してみた

いと思う。

フランスにおけるサ ッフォー受容
1

サッフォーは古代ギリシャの高名な女流詩人である。

しかし彼女の作品の原典は,中世に焚書の憂き目に合

うなどして散逸 し,ハ リカルナッソスのディオニュシ

オス (前 1世紀)や偽ロンギヌス (1世紀 ?)ら ,後

のギリシャの文人たちに引用される形で断片のみが後

世に伝わることになった。これらの断片を通 じ,西欧

でサッフォーが再発見されたのは15世紀後半のルネサ

ンス時代のことで, フランスにおいては16世紀に人文

主義者エティエンヌ父子 らの手により,一部が出版・

紹介 された。 17世紀後半の1681年 にはダシエ夫人

(1654-1720)に よって,サ ッフォーの詩のフランス

語訳 も出版された。

しかし, ヨーロッパにおけるサッフォーのイメージ

を決定づけたのは,サ ッフォーの作品そのものよりも,

むしろ古代ローマの詩人オウィディウス (前43～ 17)

の作品『名婦の書簡』月七rθブルsの 中の「サッフォーか

らファオンヘの手紙」である。『名婦の書簡』は紀元

前 1世紀末頃書かれた作品で,神話や伝説上の女性た

ちを主人公に,彼女たちが自分から遠 く離れた恋人や

夫に手紙を書き送る, という体裁をとっている。原文

はラテン語で書かれているが,フ ランスではサン=ジ ュ

レ (1468-1502)に よる韻文訳が1505年 に出版され,

度々再版された。その後,様 々な翻訳が出されるが,

1660年にマロール (1600-81)の 出版 した翻訳は大い

に版を重ね,フ ランス語圏への普及に寄与することに

なった。

「サッフォーからファオンヘの手紙」は, この『名

婦の書簡』の第15番 目に位置 している。『名婦の書簡』

の中では唯一,実在の人物であるサッフォーを主人公

にしているが,内容は史実とはかけ離れており,後世

サッフォーの悲恋伝説を形成することになった。サッ



フォーの悲恋伝説とは,同性愛の女性サッフォーが,

ファオンというアフロディーテの加護を受ける若者に

恋をして捨てられ,そ の悲 しみから癒されようとして

レウカスの断崖から身を投げる, というものである。

この身投げの物語は全 くのフィクションであるが,

古代ギリシャの喜劇作品においてすでに見られ,そ の

後オウィディウスによって書簡体作品にされた。そし

て後世ルネサンス時代にオウィディウスが再発見され

るに及んで, ヨーロッパにおけるサッフォーのイメー

ジを決定づけるものとなった。その影響は17世紀はも

ちろん,遠 く20世紀にまで及び,ス タール夫人やボー

ドレールら,多 くの文学作品や絵画の題材となった。

サッフォーの同性愛的側面がもっぱら強調されるよ

うになったのは,19世紀後半以降のことである2。
17

世紀においては,古典注釈者たちを除き,一般読者の

間では「若い男性に捨てられた悲恋のサッフォー像」

が広 く流布 した。これはオウィディウスの『名婦の書

簡』の成功に依るところが大きく,作品全体に描かれ

ている「愛する男性に見捨てられ嘆き悲 じむ女性」と

いう共通の女性像が幅広 く受け入れられたためである。

また当時はキリス ト教的道徳観が強 く,同性愛の女性

というイメージが故意に避けられていたと考えられる。

2。 スキ ュデ リーのサ ッフ ォー像

マ ドレーヌ 0ド・ スキュデリーは,冒頭で述べたよ

うに, このサッフォーを主人公にした作品を 2つ書い

ているが,そ れでは彼女の描 くサ ッフォー像はどのよ

うなものなのであろうか。

『女傑伝あるいは英雄的訓話』におけるサッフォー

は,そ のタイ トルからも窺えるように,若 きエ リンヌ

に詩を書 くことを奨励することで,女性たち全般にそ

の知的能力をいかんなく発揮することを勧める英雄的

な女流詩人として描かれている3。 こちらのサッフォー

は知的で理性的な詩人のイメージが前面に押 し出され

ており,オ ウィディウスに由来する恋する女性のイメー

ジは皆無である。一方,『女傑伝』の約 10年後に書か

れた『ル・ グラン・ シリュス』第10巻 にある「サッフォー

の物語」についてはどうであろうか。以下,「詩人」

と「恋する女」の 2つのイメージについて考察 してみ

たい。

1)「サッフォーの物語」について

『ル・ グラン0シ リュス』は,1649年～1653年 に執

筆されたスキュデリーの最高傑作である。それは17世
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紀前半に流行 した英雄小説の代表的作品でもあり,古

代ペルシアの英雄キュロス大王による小アジア征服と

いう史実に題材を取って,彼の恋と冒険を描 くという

のが主筋になっている。さらに,主人公を取 り巻 く人々

についての挿話が随所に盛り込まれており,「サッフォー

の物語」は, この『ル・ グラン 0シ リュス』最終巻に

あたる第 10巻 に含まれる挿話である。

この『ル・ グラン・ シリュス』も,他のスキュデリー

作品同様,古代世界を舞台としながらも実際は作者ス

キュデリーと同時代の人々との交流の様子を理想的に

描いたもので,具体的には,17世紀フランス文芸サロ

ンの開祖といわれるランブイエ夫人 (1588-1665)の

サロンに集まる人々の交流を描いたものといわれてい

る。作中で交わされる恋愛や社交についての優雅な会

話には,作者自身の考察と共に当時のサロンでの会話

が反映されており,そ こに登場する人物 も,当 時の上

流社会に実在 した人々がモデルとなっている。

「サッフォーの物語」の主人公サッフォーはスキュ

デリー自身がモデルとされている。物語そのものも,

古代ギリシャのヴェールに包まれていながら,作者の

ランブイエ館での社交経験,あ るいは自身のサロン

「サムディー」での体験が反映されているといえる。

「サッフォーの物語」は,デモセー ドという人物が

ポントス王妃に語る物語で,サ ッフォーを中心にファ

オンやアルセ (ア ルカイオス),ア ティスなど,オ ウィ

ディウスの作品中にも見られる人物が登場 し,そ の内

容 もサッフォーとファオンの恋物語となっている。そ

の点では,「サ ッフォーの物語」は,オ ウィディウス

の作品を下敷きにしたものである, ということができ

る。 しかしその様相はオウィディウス作品とはずいぶ

ん異なり,サ ッフォーの恋は悲恋にはならず,最後は

2人で理想郷へと旅立ち,そ こで幸せに暮 らす, とい

う筋立てになっている。

2)詩人としてのイメージ

それでは, この物語に描かれているサッフォー像を

具体的に見ていきたいと思 う。「サッフォーの物語」

の初めには,サ ッフォーの生い立ち4,そ れに続いて

サッフォーのポル トレ5が
置かれている。

生い立ちについては,サ ッフォーがレスボス島の生

まれであること,当時はピッタコスという支配者の統

治下であったこと,父はスカマンドロニュモス (作品

中ではスカマンドロジーヌ)で ,カ ラクソスという兄

がいたことなど,史実に基づいた記述が見られ,そ こ

にスキュデリー自身の境遇,すなわちたった一人の兄
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とともに幼 くして孤児になったことがさしはさまれて

いる。ところで,実在のサッフォーにまつわる情報は,

ダシエ夫人のサッフォー仏訳版に付されたサッフォー

の評伝などがあるが,ス キュデリーの作品執筆当時に

は,ま だまとまった評論がなく,ス キュデリーはそれ

までに伝わっていた古代ギ リシャ 0ロ ーマ作品に散見

される情報から自分の作品を構築 したようである。

一方,ポ ル トレの方はどうであろうか。ポル トレと

は17世紀のサロン社交界において発展 したもので,人

物の特徴をうまくとらえて,そ れを理想的に描 くもの

である。スキュデリーは自分の小説の登場人物として,

作中に同時代の人々のポル トレを多 く挿入 した。彼女

の小説はモデル探 じと相まって評半Jと なり,ポ ル トレ

もサロンの文学的な遊びとして大いに流行 0発展する

ことになった。

「サッフォーの物語」のサッフォーのポル トレは,

スキュデリー自身の理想化された自画像であると言わ

れているが,決してそれだけではなく,実在のサッフォー

のイメージをうまく重ねあわせたものとなっている。

そこでは,サ ッフォーは外見的に魅力的な女性である

だけでなく,内面的にも知性や美徳において大変優れ

た女性として描かれている。実在のサッフォーの外見

について古来から伝わる情報はごくわずかで,そ れに

よると小柄で色黒の女性だったとされている。スキュ

デリーのサッフォーも,作者自身の容姿とも重ね合わ

せて,次のように描かれている。

しかし結局奥様,あ なたに素晴らしいサッフォー

を描 くためには,次のように申し上げなければな

りません。つまり彼女は自分のことを悪 く言いた

い時, 自分は小さいと言ってはいますが,彼女は

中くらいの背丈です。でもとても品があり,申 し

分ないので,そ こに何 も望むものはありえないほ

どです。顔色については,最高に自くはありませ

ん。 しかし美 しい輝きがあるので,き れいな顔色

をしていると言えます。 しかしサッフォーがこの

上なく感 じがいいのは,彼女がとても美 しくて生

き生きとした,愛情がこもり,才気に満ちた瞳を

していて,人はその輝きに耐えることも,そ の眼

差 しをそらすこともできないほどであるというこ

とです6。

その他,顔の形や日元,手の美 しさなどが述べられ

ているが,サ ッフォーの外観の描写は全体の四分の一

を占めるだけである。一方,サ ッフォーの内面,そ の

知性についての描写ははるかに多 く,ス キュデリーが,

ヒロインの外観ではなく,そ の精神や知性に重きを置

いていることがわかる。まずサッフォーは大変知的な

女性として描かれている。

しかし奥様,サ ッフォーが大変愛 らしいのは,私

が今お話 ししたことではまだ足 りません。という

のは,彼女の才気の魅力は彼女の美 しさの魅力を

大いに越えているからです。実際,彼女は大変豊

かな才気の持ち主で,彼女が理解 しないことは誰

にも理解されることができないと言えるほどです。

そして,彼女は自分が知 りたいと思う全てのこと

を簡単に学ぶ能力があるので,サ ッフォーが何か

を学んだとはほとんど決 して聞いたことがないの

に,彼女はあらゆることを知っているのです7。

特にその詩的能力については,『女傑伝』のサッフォー

同様,古代から伝わるイメージを踏襲 し,「彼女には

生まれながらにして詩作に対する好みがあり,そ の傾

向はとてもうまい具合に研鑽されたので,彼女は誰よ

りもうまく詩を作る」
8と

表現されている。それに続

いて,「彼女はまた散文でも申し分なく書 く」
9と いう

記述がみられるが,史実のサッフォーは詩人であるの

で, これは当然,作者のスキュデリー自身の姿である。

さらに「彼女は恋愛心理の解剖をとてもよく心得てい

る」
Юとされ, この点は,情熱的な詩人として後世に

残る恋愛抒情詩を書いた史実のサッフォーと,小説に

おいて恋愛心理を追及 したスキュデ リー自身が重ねあ

わされているといえるであろう。ポル トレではさらに,

サッフォーが竪琴や歌,ダ ンスに秀でていること,ま

たその性格は,善良,寛容で私欲がなく,親切,誠実 ,

愛想のよさを持ち合わせていることが述べられている。

このように優れた資質に恵まれたサッフォーである

が,決 してその知性をひけらかすことなく,謙虚さと

いう女性の美徳を守 り,ま た会話においても自然で楽

しい会話ができる, といういわば,17世紀の理想的な

社交婦人の姿で描かれている。

私は奥さま,私があなたに申し上げたことをあな

たはよく覚えておられると思うのですが,サ ッフォー

は知 り得るほとんど全てのことを知っているのに

少 しも学者ぶらないし,彼女の会話は自然で粋 ,

そして分かりやすいのですH。

サッフォーのポル トレでは, このサッフォーの会話
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の巧みさについて,多 くの行数が割かれている。会話

は当時のサロン社交界において最 も重要視された事柄

であり,人 々はサロンにおいて上品な話 し方を磨き,

恋愛や文学など様々なテーマについて語 りあった。

「サッフォーの物語」においても,サ ッフォーを座の

中心にして,実に多彩な話題で会話が交わされている。

そのうちの一つ,「女性は知識を持つべきか」 とい

う会話
曖において,サ ッフォーは,女性に知識は無用

とする当時の社会慣習を批判,女性たちの無知を嘆き,

女性 も知識を持つべきこと, しかしそれを表立って見

せてはならないことを説いている。このあたりは,先

の『女傑伝』のサッフォーの流れを汲むものであるが,

『女傑伝』のサッフォーとは違い,決 して声高にはな

らず,あ くまでもサロンの女主人として,皆 と会話を

交わしつつ,楽 しく教え諭すという様相になっている。

このように,サ ッフォーはスキュデリーの作品にお

いて,古代の偉大な女流詩人という性格を保ちつつも,

一方で17世紀の理想的な淑女像となっている, という

ことができる。すなわち,17世紀において男性の占有

物とされた知識を持ちながらも,女性 らしく謙虚にも、

るまう姿,ま さに「理想的な両性具有の存在」
Bであっ

たといえるであろう。

レナーテ・ クロルによると,サ ッフォーという人物

はスキュデリーの想い描 く「女性作家」のイメージも

体現 している‖
。 17世紀においては「女性の作家」 と

いう存在は,現実的には二重のハンディを負っていた。

アマチュアリズムは貴族的な態度として敬意の対象で

あったが,職業的な作家たちは職人と見なされ一段低

い存在であった。一方,女性たちの知的な活動は制限

されており, もしその知性を前面に押 し出そうとすれ

ば,た ちまち「女学者」の汚名が待ち受けていた。ス

キュデリーもサッフォーの口を借 りて,「才人につい

て」の会話
いで作家の地位の低さを憂い,一方,前述

の「女性は知識を持つべきか」という会話では,女性

たちに知識を持つことを勧めつつ,むやみやたらに知

識を振 りかざす女性たちを「女学者」として糾弾 して

いる。 17世紀の後半には,ス キュデ リーを筆頭に女性

小説家が数多 く存在するが,そ の多 くはアマチュア作

家で,社会規範に配慮 して匿名や偽名で執筆 していた。

スキュデリー自身は職業作家であったが,そ の経歴の

前半は劇作家の兄ジョルジュの筆名を用い,兄 と別居

後,1661年以降は匿名で作品を執筆 し続けており,社

交生活の折節の詩を除いて, 自らを著者と公言するこ

とはなかった16。

このような環境において,女性であることと知的活

動を両立するためには,女性に許された唯一の知的世

界であるサロンにおいて,立派な社交婦人としての役

割を果たすことがより重要になる。スキュデリーはサッ

フォーを理想的な淑女として描 くことで,女性読者た

ちに知的生活の有 り様を説いたのだといえよう。

3)恋する女のイメージ

それでは,サ ッフォーの恋愛に対する態度について

はどうであろうか。前に「サッフォーの物語」はオウィ

ディウスの作品を下敷きにしていると述べた。オウィ

ディウスのサッフォーは,恋人ファオンヘの恋に身を

焦がしたあげく,彼 に去 られて悲嘆に暮れるのである

が,ス キュデリーのサッフォーの方はどうであろう。

ある時サッフォーはファオンに対 して恋心を自覚す

るが,最初に彼女が感 じたのは懸念であった。彼女は

恋愛にかかわること,そ して自分の理性が恋よりも弱

いことを恐れている。

しかし,彼女は確かに彼に対 して激 しい恋心を抱

いていたので,彼女のまなざしのいくつかはファ

オンに,彼の情熱が彼女を不快にさせていないと

保証 しました。従って彼は大変満足 して,そ して

大いに恋 して退出したのです。サッフォーについ

ては同様ではありませんでした。 (・
・0)彼女はと

ても不安だったのです。それは彼女がファオンに

対 して,彼女に可能な限りの好意を持たなかった

ということではなく, 自分の心の優 しい気持ちを

知って,彼女は何かを愛することにかかわるのを

恐れていたのです。そして彼女は自分の心中にこ

の恋人への好意を大いに感 じていたので,彼女は

自分の理性が自分の恋心よりも弱いのではないか

と懸念 していました。それだけにいっそう彼女は

恐れていたのです曰
。

それでは,サ ッフォーはどのような恋愛観を持って

いるのであろうか。「サッフォーの物語」には,サ ッ

フォーが自身の恋愛観・結婚観を述べている箇所があ

る・ 。 これらを見ると,サ ッフォーは恋愛を賛美する

一方で,現実の恋に対 して非常に慎重かつ理性的な態

度を取 り,ま た結婚に対しては,恋の純粋さを損ない,

女性の自立を妨げるものとして,嫌悪感を抱いている

ことがわかるD。 このサッフォーの恋愛観・結婚観は

そのままスキュデリー自身の考えを表わしているとい

え,次 の作品『 クレリー, ローマの物語』 C彪ルθ
,

」flis′θJrθ rθ

“
αブηθ (1654-60)で さらに展開されるが,
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これは当時のサロンで活動 していた女性たちの意識の

目覚め,そ して高まりつつあったプレシオジテの風潮

を反映 しているといえる。プレシオジテとは1650年代

に顕著であった,言葉や態度,生活に洗練を求める風

潮であるが,恋愛と結婚への怖れがプレシオジテの本

質である, とアントワーヌ・ アダンも述べている20。

恋愛に対するサッフォーの懸念は, ファオンヘの恋

心が強まるにつれて,その心中に葛藤を呼び起こすが,

サッフォーは恋の危険性を忘れることなく常に冷静を

保ち,理性的であることをやめない。

というのは結局,あ らゆる様相から,彼は私を愛

することをやめないでしょうし,私 も恐 らく彼の

愛情を拒むことはできないでしょう。私はすでに

私の理性が私の心を弱 くにしか守っていないこと

を感 じ,ま た私の心そのものもあまりにわずかし

か私自身のものでないので, もしファオンの心が

さらに私のものでなければ,私はとても不幸であ

るだろうと感 じています。(000)し かしながら,

私は自分の心中に感 じることを感 じて,大変残念

に思わずにはいられません。それは,私が私の懸

念の中に何か甘美なものを見出すからというので

はなく,私の理性がまだ完全に奪われてはおらず,

私がファオンの愛情を認めると約束することで,

自分がさらされる危険が見えているからです
創
。

この恋愛に対する慎重な態度は, ファオンに盲目的

な恋をして捨てられ,我が身の不幸を嘆 くオウィディ

ウスの情熱的なサッフォーとは正反対である。ここに

は決 して恋に溺れず,常 に冷静に自分を見つめ,理性

の力で自分を律しようとするスキュデリーのサッフォー

像が大変よく現れている。

さて,「サッフォーの物語」では,サ ッフォーはファ

オンの態度や気持ちを見定めたのち,最終的にファオ

ンの恋を受け入れる。 しかしその後いろいろな事件が

起こり, ファオンがシチリアに追放されるという事態

になり, ファオンはそこであまり教養のないシチリア

女性と交流する。それを知ったサッフォーはファオン

に冷淡な手紙を書き送 り,後悔 したファオンがこっそ

りとレスボス島に戻ってくる, という展開になってい

る。オウィディウスの作品では, シチリアに行ったま

ま戻ってこない浮気な恋人に,サ ッフォーが嘆きの手

紙を書 くという体裁になっているが,ス キュデリーに

おいては全 く逆で,フ ァオンに別れの手紙を書き送 り,

恋の主導権を握 り続けるのは常にサッフォーの方であ

る。そしてそのポジションは,物語の結末まで変わら

ない。

結婚 したいというファオンの願いをしりぞけるため,

サッフォーは二人でサウロマタイの砂漠の奥にあると

いう,女王が支配する理想郷に赴 く。そこの恋愛法廷

において,結婚 しないで恋人のままで暮 らす, という

サッフォーの願いが聞き届けられる。

これは,当 時の礼節に最大限に配慮 した筋書きであ

るといえる。サッフォーは結婚 しないで愛 し合う, と

いう自分の信念を貫 くために現世を離れて理想郷に行

くだけでなく,そ この法廷に判断を仰 ぐことで, 自分

の考えをより正当なものにしようとしている。

そして,オ ウィディウスのサッフォーの中核をなす,

レウカスの断崖からの身投げのエピソー ドであるが,

スキュデリーは「異常で不思議な事柄を好み,時折そ

ち らの方 を本 当 らしい ことよ りも容易 に信 じる

人々」
2が

勝手に言 っていることであって,「 ちょっ

と教養のある人々は,本当らしさからかけ離れた話を

信 じなかった。というのはサッフォーはそんなまねを

するには賢すぎるから」
23と して, このエピソー ドを

否定 している。これは自分の物語の方を正統なものと

主張すると同時に,理性に照らして本当に起こりえる

ことしか描かない, という17世紀フランスの古典主義

理論に従おうとしている態度であるともいえる。

そして物語は次の一節で終わっている。

従って,サ ッフォーが彼女に値する幸運を享受 し

ている間,ギ リシャ全土では彼女は死んだと信 じ

るでしょう。そして人はそれをいつも信じるでしょ

う。というのは,私は彼女を運んだ小船が帰途 ,

難破 したのを知 りました。従って, この素晴らし

いレスボスの女性が恐らく毎 日,粋で情熱的な事

柄を書いている間9ギ リシャにいる全ての著名な

人々は,彼女の栄光に対 して,墓碑銘を作るので

す24。

ォウィディウスのサッフォーは,失恋による苦悩か

ら詩人としての力も失うが,ス キュデリーのサッフォー

は物語の最後まで作家としての能力を保ち,「毎 日,

粋で情熱的な事柄を書き」続ける。ここでも,ス キュ

デリーがオウィディウスのサッフォー像とは違 う姿を

描こうとしていることがわかる。恋によって全てを失っ

たあげく,最後は死に救いを求めざるをえないオウィ

ディウスのサッフォーに対 して,ス キュデリーのサッ

フォーは恋をすることでさらに自分を高め, 自らのア
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イデンティティもさらに強固になっていくのである。

ジョアン・ ドゥジャンは,ス キュデリーがオウィディ

ウスの権威に挑戦 し,オ ウィディウスの影響を廃 した

新 しいサッフォー・ フィクションを構築 しようとした,

と述べている25。 すなわち恋に破れてただ嘆 くしかな

い受身のサッフォーではなく, 自分の生き方を自分で

選び取る,主体的なサッフォーの物語の創造である。

そうすることでスキュデリーは,17世紀における女性

作家の理想的なイメージを造形 し, さらに社交や恋愛

において女性がいかなる態度をとるべきかを示そうと

した。

リンダ・ ティメルマンズは,「サッフォーの物語」

は「女性の教養の真の概論である」
26と

述べているが,

スキュデリーはその小説によって読者を楽 しませつつ
,

読者を教化しようとする意図を持っていた。「サッフォー

の物語」は,男性に捨てられて嘆く女性像に代わって,

自分の頭で考え自分の意思で行動する,理性的で自律

した女性像を提示することで,サ ロン全盛の時代の女

性の生き方を示 し, また女性による女性のためのフィ

クションの可能性をも示 しているともいえるだろう。

そして『女傑伝』のサッフォーとは異なり,サ ロンの

女主人という,読者にとってより身近な存在としてサッ

フォーを描 くことで,「サッフォーの物語」はより具

体的な生活指南の書として読者の心をつかんだものと

思われる。

おわ りに

本稿では,主 に「サッフォーの物語」を中心に,ス

キュデリーの作品に現れるサッフォー像を概観 してき

た。スキュデリーは,古代から伝わる詩人としてのイ

メージ,あ るいはオウィディウスによって描かれたサッ

フォーの恋物語など,すでに読者の中にある特定のサッ

フォー像を利用 しながらも,そ れらに追随するにとど

まらず, さらに新 しいサッフォー像を提案 し,そ こに

自らを重ね合わせて自分の思想や理想像を描いた。す

なわち,古代の高名な詩人というイメージを保ちつつ

も,オ ウィディウスの悲恋のサッフォーとは異なる生

き方をし,社交界の理想の女性として自らを高めてい

く女性像である。スキュデリーはこの新 しいサッフォー

像を通 じて,同時代の読者,特に女性たちに自律的な

生き方を提示 しようとした。読者にとっては,遠い古

代の伝説的な詩人の姿に自分たちの身近なサロン体験

が重なることで,サ ッフォーという存在がより親 しみ

やす く,そ して リアリティをもって感 じられたことで
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あろう。

さらにスキュデ リーは,サ ッフォーを通 じて,17世

紀における理想の女性作家像を提示 しようとした。ナ

タリー・エニックは主に19世紀における女性作家につ

いて分析 し,「作家のアイデンティティと女性性は (… )

両立 しえず,必然的に後者の断念によるか,前者の断

念によって解決されるしかなく,そ のためものを書 く

女性は例外な く,無名性か孤独を余儀な くされる」
η

と述べている。女性の地位も作家の地位もさらに低かっ

た17世紀において, スキュデリーは,女性であること

も作家であることも否定せずに,知的な社交婦人の生

き方を取る, 自立 した女性作家の姿を,サ ッフォーを

通 じて描こうとした。

スキュデリーの描 くサッフォー像は,多分に理想的

過ぎるきらいがあるが,「サッフォーの物語」を含む

『ル・ グラン 0シ リュス』の出版後,多 くの女性たち

が知的生活への志向を強めるサロン全盛の時代に,一

つの貴重な指針としての役割を果たしたといえるであ

ろう。
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